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平成 30 年度 日臨技近畿支部 病理細胞診研修会開催案内 
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主催：一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 近畿支部 

担当技師会：一般社団法人 京都府臨床検査技師会 

 

この度、日臨技近畿支部研修会 病理細胞検査部門では、「病理検査技師として、各種病理検体

と作業環境管理について学ぶ」をテーマに研修会を開催することになりました。今回は、検査精

度を決定するプレアナリシス工程の再確認に重点をおき、特に内視鏡検体、迅速凍結検体、細胞

診検体を対象に、検体処理や分割などの工程や標本作製技術のポイントを整理し、理解を深めま

す。また、標本作製作業に不可欠な有機溶剤の取扱いや環境管理について適切に理解する事を考

えています。ご参加のほどよろしくお願いいたします。 

 

【テーマ】病理検査技師として、各種病理検体と作業環境管理について学ぶ 

【日時】平成 30 年 8月 25 日（土）13:00～17:30 

【場所】京都府立医科大学 基礎医学学舎 1階 第一講義室 

京阪電鉄「神宮丸太町駅」徒歩 10分、「出町柳駅」徒歩 15分 

京都市地下鉄（烏丸線）「丸太町駅」徒歩 20分 

市バス・京都バス「府立医大病院前」下車すぐ 

【定員】90名（事前申し込み制）先着順、定員になり次第締め切ります。 

【受講料】会員   3,000 円 （日臨技会員） 

非会員 5,000 円 （地臨技会員、その他） 

（振り込み手数料は受講者負担） 

【評価点】専門教科 20点（日臨技会員証をお持ち下さい） 

認定病理技師クレジット、細胞検査士クレジット申請予定 

【プログラム】 

12:30～13:00  受付 

13:00～13:05  開講式 

13:05～15:05  内視鏡切除標本(ESD,EMRなど)の取扱いと処理法 

  姫路赤十字病院 永谷 たみ 先生  

   術中迅速病理標本作製のポイントと工夫 

大津赤十字病院 守安 岳征 先生 

細胞診標本作製法のポイントや工夫点（セルブロックを含む） 

奈良県総合医療センター 辻野 秀夫 先生 

15:15～17:25  感染対策（管理）について（特に、術中迅速病理標本作製時の注意点や対 

策を取り上げる） 

和歌山医科大学附属病院 永井 宏和 先生 

有害物質の取り扱いとその管理 

京都市立病院 川邉 民昭 先生 

    検査室の環境整備に必要な知識と法的規則について 

常光/トルネックス 久保田 征広 先生 

17:25～17:30  閉講式 

 



【受付期間】平成 30 年 6月 1日（金）～6月 30日（土） 

【申し込み方法】 

日臨技会員の方は、HPより申し込み下さい。（6月 1日より WEB申し込みのみの受付です） 

ただし、非会員の方は下記宛に E-mail（携帯アドレスは不可）にて、件名に“平成 30年度日 

臨技近畿支部病理細胞診研修会 参加申し込み”と記載し、①氏名 ②氏名ふりがな ③勤務先  

④所属部署 ⑤勤務先住所（郵便番号も明記） ⑥電話番号 を送信して下さい。なお、締め切り 

は平成 30年 6月 30日とします。お申込み後 1週間以内に返信が無い場合には、電話にてお問 

い合せください。 

【問い合わせ先】   

京都第一赤十字病院病理 病理診断科部 久保 喜則 

〒605-0981 京都市東山区本町 15丁目 749 

TEL：075-561-1121（代） 

E-mail：yoshinori-kubo@kyoto1-jrc.org 


